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（１）酒田港の概要（１）酒田港の概要

・ 酒田港は山形県唯一の重要港湾であり、海の玄関口として最上川舟運の時代から、山形県の経
済・産業の拠点となっている。

・ 対岸諸国、主に中国黒龍江省との交流は活発であり、平成４年度にはハルビンと酒田港を結ぶ

新航路「東方水上シルクロード」が開設された。

 

１．酒田港の概要

酒田港長期構想による「北東アジア輸送回廊」

・ 平成７年度には釜山港との定期コンテナ航路が開

設され、平成１５年には「リサイクルポート」の指定も
受けている。

・ 日本海側では、東北最大の都市仙台圏から最も近
い港であり、太平洋側からの対岸諸国との貿易にも優
位である。

・ 東日本大震災においては、太平洋側港湾の代替機能

を担い、災害支援に貢献している。

・ 「酒田港長期構想」では、綏芬河（スイフンガ）を経
由した輸送ルートを検討し、輸送実験も行っている。

・ さらに、中国、ロシア、北朝鮮の国境が接する図們江
地域の開発が進めば、中国東北三省を主要なター
ゲットとする酒田港は、地理的に優位である。
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（２）酒田港の現況（２）酒田港の現況

○コンテナ貨物の特長
・ 輸入貨物 ： 豆類、缶詰などの食品原材料

・ 輸出貨物 ： 古紙、廃プラスチック、中古自動車部費等の

リサイクル関連貨物
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○酒田港の国際定期航路

H23.2.25 韓国航路 ２便化

H23.7. 9 韓国航路のうち１便が中国（大連、天津）まで延伸（ダイレクト航路）
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可能性
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（１）目（１）目 的的

①中国向け米の輸出拠点の形成

中国への米輸出拠点の形成を図り、中国の経済成長を取り
込むとともに、農業の活性化を図る。

さらに、米輸出ネットワーク活用による災害発生時の補完機
能及び支援物資の供給の機能強化を図るとともに、緊急時の
米備蓄拠点の形成を図る。

②リサイクル拠点の形成

国際循環型社会形成のための拠点を形成し、対岸諸国の経
済成長を取り込むとともに、リサイクル産業拡大による雇用創出
を図る。

２．２．日本日本海側拠点港の形成に向けた計画の内容海側拠点港の形成に向けた計画の内容



6

 ２０１５年

ダイレクト航路 デイリー（週５便） （１００TEU／１便を想定）

コンテナ取扱数量 ２５，０００TEU（実入り） （うち対中国、ロシア ２０，８００TEU)

（コンテナ総量 ３０，０００ＴＥＵ）

ダイレクト航路 就航（週１便）

コンテナ取扱数量 ８，０００TEU（実入り） （うち対中国、ロシア ５，０００TEU)

（コンテナ総量 １０，０００ＴＥＵ）

 ２０２５年

ダイレクト航路 なし

コンテナ取扱数量 ５，４８６TEU（実入り） （うち対中国、ロシア ３，２５７TＥＵ）

（コンテナ総量 ６，９８８ＴＥＵ）

 現行（２０１０年）

（２）目（２）目 標標



7黒龍江省に事務所を置くのは黒龍江省に事務所を置くのは 山形が初！山形が初！

（３）対岸諸国（中国）とのつながり（３）対岸諸国（中国）とのつながり
○東方水上シルクロード
・ 平成４年にアムール川を経由し中国黒龍江省と酒田港を結ぶ航
路を開設

○黒龍江省と「友好県省」締結（平成５年）

○中国ハルビン国際経済貿易商談会
・ 平成８年より毎年出展

・ 知事が現地でセールス活動を実施

○黒龍江省省長と知事との会見
・ 王憲魁黒龍江省省長が「互恵関係を促進し、共同発展すること」
を表明

○中国百貨商業協会訪問団の招へい
・ 平成２２年８月中国の百貨店、スーパー等の関係者による訪問
団を山形県に招へい。将来の中国への米輸出の布石とした

○中国側の期待
・ 宋健中日友好協会会長が、「港の整備が進めば日本と中国、東
アジアを結ぶ重要な港になると信じている。」とのコメント

◎中国ハルビン事務所
・ 平成２３年度開設予定
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（４）計画の内容（中国向け米輸出）（４）計画の内容（中国向け米輸出）

・ 国では、対中国向け米の輸出を「当面は年間２０万トン、将来的には１００万トン
を目指す」としている。

中国向け米輸出の条件

１ 指定精米工場 による精米

２ 登録くん蒸倉庫 によるくん蒸

２つの施設を有するのは

東北で山形県山形県のみ!!
※指定精米工場はトラップ調査中（２カ所）

全国で２つの施設を有するのは、既存の神奈川県
の他は、今回追加予定の北海道と熊本県のみ

地 図

くん蒸施設・精米工場（候補）のある道府県
くん蒸施設のある県
精米工場【候補）のある県

中国向け米の輸出環境

酒田港西ふ頭くん蒸上屋

８
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 東北地方の米生産量：全国生産量の約２７％（約２３２万トン）

 山形県の米生産量： 全国生産量の約 ５％（約４０万トン）

山形県では山形県では『『つや姫つや姫』』を主力ブランドとして展開中を主力ブランドとして展開中

 高級食材

 食味は評価

 主に富裕層が購入

 ギフト用に販売

日本産米の

中国における評価

【中国における富裕層の伸び】

ターゲットとなる富裕層は増加傾向！

国内の状況

中国の状況

９
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○２０１５年目標

１００TEU
（１，０００ｔ)

○２０２５年目標

１１，０００TEU
（１１０，０００ｔ)

○現状（２０１０）

無し

※くん蒸倉庫の当面の処理能力を想定 ※精米工場の処理能力を想定

西ふ頭くん蒸上屋

西ふ頭くん蒸上屋

・平成５年整備

・３００m2×２室

・平成２３年５月３１日指定くん蒸倉庫登録

既存施設を有効活用既存施設を有効活用

中国向け米輸出目標

既存施設の利用

米の主生産地、東北地方を代表して、日本海米の主生産地、東北地方を代表して、日本海

側の対中国輸出拠点として、先導役を務める側の対中国輸出拠点として、先導役を務める
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酒田港リサイクル関連貨物量の推移
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鉄くず

石炭灰

千トン

約２倍の伸び

アルミリサイクル事業

古紙・廃プラリサイクル事業

廃プラリサイクル事業

酒田港周辺にリサイクルポート指定後１２社が新たに進出し、現在１９社のリサイクル関連企業等が立地している

遊戯機器リサイクル事業

古紙・ペットボトル・廃パソコン
リサイクル事業

廃自動車リサイクル事業

石炭灰リサイクル事業

ＰＣＢ絶縁油リサイクル事業

酒田臨海工業団地

風力発電事業

汚泥総合リサイクル事業

●：リサイクルポート指定後の立地企業等
●：リサイクルポート指定前の立地企業等

廃自動車リサイクル事業

酒田みなとIC

木くず・汚染土壌リサイクル事業

木くずリサイクル事業

風力発電事業

新規立地予定

【現 状】

 現在１９社が立地

 リサイクルポート指定以降、約２倍の
伸び

 リサイクル対象品目は１５品目と多様

 ２３年度新たに立地を予定している企
業がある。

【主な取扱品目】

 石炭灰

 鉄くず

 再生レジン（廃プラ）

 古紙

 中古自動車部品

 中古農機具

コンテナ

バルク

リサイクルポート酒田

（５）計画の内容（リサイクル貨物）（５）計画の内容（リサイクル貨物）

11
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現状（２０１０）

１，５２９ＴＥＵ
（約１５，３７８ｔ）

２０１５目標

２，５００ＴＥＵ
（約２５，０００ｔ）

２０２５目標

３，５００ＴＥＵ
（約３５，０００ｔ）

※アンケート調査による予測※リーマンショック以前の水準とする

リサイクルコンテナ貨物の目標

 ３港合同勉強会
・リサイクルポート３港（酒田港、能代港、姫川港）で、毎年勉強会を実施
・リサイクルポートが連携し、循環型社会の形成促進、地域産業の育成やビジネ
ス機会の創出を図る

リサイクルポートの連携

東アジア地域全体における循環資源の有効活用のため

酒田港を拠点とした、国際循環型社会の形成を図る
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（６）計画の内容（その他の貨物）（６）計画の内容（その他の貨物）

山形県は食品製造業が盛んである山形県は食品製造業が盛んである

増加見込み貨物

○輸入農産物（豆類・野菜等） ・・・ １，０００TEU

・ポートセールスにより利用拡大が見込まれる（県内企業）

○輸入食品（缶詰等） ・・・ ２，０００TEU

・企業からの聴き取りにより、増加が見込まれる。

その他

○ポートセールスの強化による貨物量の増加

・航路の増加によるリードタイムの短縮、輸出入のバランスの向上によるコス
ト減により、県内潜在貨物の酒田港の利用拡大を図る。

・震災により増加した貨物について、リスク分散や、リダンダンシーの観点か
ら、継続して酒田港を利用するよう企業に働きかける。
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（７）災害に強い物流ネットワークの構築（代替機能の確保）及び防災機能の確保（７）災害に強い物流ネットワークの構築（代替機能の確保）及び防災機能の確保

○震災後の状況

・震災後、入港船舶が約４割増、コンテナ貨物については約２倍となった

・太平洋側からのシフトにより、石油製品、セメント、飼料、鉄鋼等の貨物が増加

・貨物量が増加し上屋が不足したため、緊急措置として仮設上屋（テント倉庫）２棟
を設置

月別コンテナ数推移
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【仮設テント倉庫】
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 災害がれき処理に関する広域連携

・ 「震災がれき処理に関するリサイクル
ポートイニシアティブ構想」

・震災で発生したがれきを海上輸送し、

酒田港において分別、分析、脱塩を
行い、各リサイクルポートと連携しリ
サイクル化を図る構想を被災地に提
案

東日本大震災における支援

災害発生時の計画（機能継続計画）

地震発生時などで、被災した場合においても、酒田港の機能を継続、あるいは早期
復旧を可能とするための方法や手段を取り決めておく計画を策定する。



16

・ 東北地方の米輸出拠点として機能すること

で、東北各地からの物流ネットワークの形
成を図る

仙台圏から日本海側港湾までのアクセス

酒田港（190ｋｍ） 3時間50分 ※ 最短

秋田港(250ｋｍ） 5時間

新潟港（230ｋｍ） 4時間40分
※ 東北中央道と新庄酒田道路の事業中の区間が

供用されれば、さらに50分の短縮が見込める

物流ネットワークの構築

防災機能の確保

・米の備蓄基地として機能

・新たな耐震強化岸壁の整備による防災機
能の強化
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（１）計画実現のための推進体制（１）計画実現のための推進体制

○山形県国際経済戦略（H23.3）（「やまがた東アジア経済戦略」（H18～22））
・ 中国や極東ロシアなど対岸諸国をターゲットに、「アジアと共に成長・発展する山

形」を基本目標とする、山形県の国際経済展開に関する基本指針

○酒田港戦略会議・酒田港振興会議（H22.11～）

・ 酒田港長期構想を推進するため、官民が一体となって取り組む

○リサイクルポート推進協議会（H15.6～）

・ リサイクルポート振興のため、関連する企業、自治体等により構成

・ リサイクルポートセミナー等のＰＲ活動等を行う

○庄内リサイクル産業情報センター（H23設立予定）

・ リサイクル資源の流通の円滑化、関連する事業者のビジネスマッチングを行うた
めの情報収集、情報発信、調査・検討等を行う

・ 酒田港周辺のリサイクル企業により構成

○県産米輸出推進会議（H23.5～）

・ 農業関係者、輸出業者を含めた県産米輸出推進
米

リ
サ
イ
ク
ル
貨
物

共

通

３．日本海側拠点港の形成に向けた計画実現に向けて

1７
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（２）計画実現に向けた取組（２）計画実現に向けた取組

２０１５年に向けて
（米）
・ Ｈ２３（２０１２年）～Ｈ２４（２０１３年）くん蒸試験

・ Ｈ２４（２０１２年）夏以降、精米工場指定（予定）

・ Ｈ２５（２０１３年）輸出開始

（リサイクル貨物）
・ 庄内リサイクル産業情報センターの設立及び運用

・ 企業誘致活動の展開

（共通）
・ 商談会等への出展、ポートセミナーの開催

・「酒田港振興戦略ロードマップ」の取組推進
・ 「山形県国際経済戦略」の推進 等

２０２５年に向けて（継続した取組を含む）

・ 中国事務所等を活用し、情報収集、提供、現地との人脈形成等を行い、販路

の拡大を図る

・ 輸出拡大に伴い、民間によるくん蒸倉庫の登録推進

・ 航路の拡充に向けたセールスの展開、ラジン港を利用した新規航路の検討・

誘致
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①中国の富裕層向けの米の販売を促進することで、中国における経済成長を
取り込める（１１万トンで約４９０億円の輸出額）

②リサイクル技術の交流により、物的、人的な交流が創出される

③輸出の増加を図ることにより、輸入とのバランスがとれ、コスト削減が図られ
る

④新航路（ラジン港）の開設による東北３省への物流の効率化、コスト削減
が図られる（リードタイム約３日間短縮）

①背後地域における農産業の活性化が図られる

②リサイクル資源の集中により、既存企業の事業拡大や新規企業の立地
が見込まれる

③リサイクルポートの活性化により、地域雇用の創出や産業の育成が図ら
れる

④リサイクル技術の交流により新たな技術開発が期待できる

４．日本海側拠点港の形成に向けた計画の効果

（２）日本海側港湾の背後圏域の成長に資する等の経済効果（２）日本海側港湾の背後圏域の成長に資する等の経済効果

（１）計画の実現による物流の効率化、人流の促進等の効果（１）計画の実現による物流の効率化、人流の促進等の効果
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５．その他の事項５．その他の事項

（１）酒田ポートオーソリティ検討委員会

地元の民間企業等により、民間の活力やノウハウを活用した港湾運営を目
指すために、昨年「酒田ポートオーソリティー検討委員会」を設立

（２）新エネルギー
「酒田港海洋エネルギー開発推進協議会（仮称）」


